
2017年 4月 20日

日本農業労災学会・東京農業大学総合研究所研究会共催

2017年度（第 4回）シンポジウム開催案内

１．開催日時：2017年 5月 12日（金） 10：00～17：00 
２．会  場：東京農業大学世田谷キャンパス横井講堂（東京都世田谷区桜丘 1-1-1）

（農大アカデミアセンター 地下 1階）
      ※会場までの交通や、会場については添付の地図をご覧ください。

３．主催団体：日本農業労災学会・東京農業大学総研研究会３研究部会

（労災対策研究部会・就農者推進教育研究部会・農業協同組合研究部会）

４．後援団体：全国農協中央会、全国農業協同組合連合会、全国共済農業協同組合合会、日本農業新聞、

東京都農協中央会、JA東京むさし、JA世田谷目黒

■第 4回シンポジウムのテーマ
「農業労災事故防止を支える自助・共助・公助連携の取り組みと課題」

■開催趣旨・ねらい

最近、わが国でも増加している農業経営の法人組織または地域営農組織型農業経営では、従業員の雇

用が一般化している。こうした組織経営体は、営利を追求する農企業としての性格とともに、地域農業

の維持といった公共的な性格も併せ持っている。労働災害が発生した場合、これらの組織経営体の持続

は困難となり、大きな社会損失をもたらすことになる。言うまでもなく組織経営体では経営管理者が中

心になって従業員を参加させながら労働安全の取り組みを実践することが極めて重要である。一方、現

在の農業経営体の主流を占める個別農業経営体の農業事故防止のための活動は、JA組織（自助・共助）、
農業労災コンサルタント、農業機械士、社会保険労務士さらには医師などの共助が中心となりながら、

国・県・市町村などの公助による支援が不可欠である。

2017 年度のシンポジウムでは、以上の問題意識に基づき『農業労災事故防止を支える自助・共助・
公助連携の取り組みと課題』という統一テーマを設定した。すなわち、農業法人、個別農業経営体の農

業労災事故を撲滅するためには、営農組織ならびに個々の経営者の問題意識を高めて自助活動を促すと

ともにそれらを支える JA組織（自助・共助）、さらには農業労災コンサルタント、農業機械士、社会保
険労務士、医師などの共助と、自助・共助の活動を支える国・都道府県・市町村などの公助の連携が不

可欠であるという基本認識に基づき、次の報告を準備した。

５．プログラム

１）受付開始                                   9:30 
２）主催者挨拶： 学会会長・門間敏幸（東京農業大学・名誉教授）         10:00～10:05 
３）開催校挨拶：                                10:05～10:10 
４）座長解題：白石正彦（東京農業大学・名誉教授）・入来院重宏（キリン社会保険労務士事務所・所長）

                                                                               10:10～10:20 



５）基調報告

第１報告 今後の農作業安全対策の取り組みについて                10:20～10:50 
今野 聡(農林水産省生産局技術普及課 生産資材対策室長) 

第２報告 JAグループの営農支援方策と農作業安全・労災補償に関する取り組みと課題
       －JA長野県営農センターの取り組みを中心に－      10:50～11:20 
           都筑伸一（JA長野県営農センター次長兼営農企画グループ長）
第３報告 自治体・JAグループ・農機業界連携による農作業安全実現の取り組みの到達点と展開方向
          ―北海道 JA鹿追町の取り組みを中心に－           11:20～11:50 

河辺 哲也(JA鹿追町営農部長) 
＜休憩・昼食＞                                 11:50～13:20 
第４報告 JAグループと社会保険労務士グループが連携した農作業安全・労災補償の取り組みと課題

―広島県の取り組みを中心に－                    13:20～13:50 
木山 恭子（社会保険労務士法人たんぽぽ会副所長）

第５報告 実態調査から見た農作業事故の問題点と対策               13:50～14:20 
立身 政信(岩手大学名誉教授・日本農村医学会副理事長)

＜休憩＞                                    14:20～14:30 
６）コメント（40分） 4名                           14:30～15:10 
コメンテーター

（１）原 温久（東京農業大学 助教）

（２）緒方大造 （日本農業新聞 論説委員）

（３）堀内政徳（石川県金沢市・堀内社会保険労務士事務所長）

（４）深井 裕（JA共済連 農業リスク事業部長）
７）全体討論                             15:10～16:35 
８）座長総括                                  16:35～16:45 
８）座長総括                                  16:35～16:45 
９）個別報告 一人親方労災保険特別加入制度の現状と課題  16:45～17:15 

座 長：新里昭子（新里社会保険労務士事務所所長、中小経友会労働保険事務組合 会長）

報告者：吉田一郎（社会保険労務士吉田事務所所長、一般社団法人全国労働保険事務組合連合会 

東京支部支部会長） 

10）閉会の挨拶                                 17:15～17:20 
11）交流会（レストラン・すずしろ）                         17:30～19:00 

６． 参加費及び申込みについて

１）参加費等

（１）シンポジウム及び交流会への参加費：5,000円
（２）シンポジウムのみ参加費：   2,000円
（３）交流会のみ参加費：     3,000円
（４）資料送付を希望（資料代金）：       2,000円（送料込）
２）申込み手続き

シンポジウム参加等をご希望の方は、5月 1日（月）までに最後に添付してある申込用紙にてお申し



込みください。申込受付後、参加費などの振込用紙を送付しますので、5月 8日（月）までにお振り込
みください。

※なお、学会員を除く、東京農業大学教職員・学生・総合研究所研究部会員はシンポジウムに無

料で参加できます。

７．大会事務局、問合せ先

 本シンポジウムについての問合せは、下記までお願いいたします。

   大会実行委員長 東京農業大学国際食料情報学部食料環境経済学科 北田紀久雄

TEL 03-5477-2359 FAX 03-5477-2621（学科事務室） E-mail kitada@nodai.ac.jp 

８．会場 東京農業大学世田谷キャンパスまでの交通経路 



小田急線 

◆ 経堂駅下車 徒歩 約 15 分 

  ◆ 千歳船橋駅下車 徒歩 約 15 分 

   バス 約 5分 ＜千歳船橋駅～農大前＞  

   東急バス 渋谷駅行…（渋 23） 等々力操車所行…（等 11） 用賀駅行…（用 01） 

JR 山の手線 

 ◆ 渋谷駅下車(渋谷駅西口） バス 約 30 分 ＜渋谷駅～農大前＞  

小田急バス  成城学園前駅西口行………（渋 24）  調布駅南口行…………（渋 26） 

    東急バス   成城学園前駅西口行………（渋 24）  祖師ヶ谷大蔵駅行……（渋 23） 

東急田園都市線 

◆ 用賀駅下車 徒歩 約 20 分・バス 約 10 分 ＜用賀～農大前＞ 

    東急バス   世田谷区民会館行………（園 02）  祖師ヶ谷大蔵駅行………（用 01） 

東急東横線 

  ◆ 田園調布駅下車 バス 約 30 分 ＜田園調布駅～農大前＞ 

   東急バス   世田谷区民会館行………（園 02） 

９．東京農業大学世田谷キャンパス 大会会場案内図 


